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《計画変更箇所抜粋》 

現行計画 新計画 
 

Ⅰ 伐採、造林、保育その他森林の整備に関する基本的な事項 

１ 森林整備の現状と課題 

本町は渡島半島の北部に位置し、渡島半島の背梁山地の分水嶺から太平洋と

日本海に面しており、清流遊楽部川や見市川、町の８割を占める森林や緑豊か

な牧場、ホタテやアワビ養殖の盛んな町である。気候は温暖で人口は令和５年

１１月末日現在１４，８１９人となっている。 

本町の森林は地域住民の生活に密着しており、林業生産活動が積極的に行わ

れるべき人工林帯、広葉樹が林立する天然生林まで多様な林分構成になってお

り森林に対する住民の意識、価値観が多様化し求められる機能が多くなってき

ている。 

本町の総面積は９５，６０８ha であり、森林面積は８０，２０２ha で総面

積８３％を占めている。民有林面積は３０，１５１ha でトドマツやスギを主体

とした人工林の面積は１０，５７９ha であり人工林率３５％となっている。齢

級構成では７齢級以下の若い林分が３６％を占めており、保育・間伐を適正に

実施していくことが重要である。 

落部地区や熊石相沼地区、～ 

 省 略 

また、平成３０年度は、渡島檜山管内の民有林においては、「はこだて森林認

証推進協議会」による森林認証（ＳＧＥＣ）取得に向けた活動が行われ、本町

においても、町有林を含めた一般民有林１８，４４７ｈａにおいて、森林認証

（ＦＭ）を取得し、併せて町内の３社の林業事業体、製材工場もＣｏＣ認証を

取得しました。今後は地域材のブランド化に向けて、認証材の利活用について

の取組を行っていく必要があります。 

 

２ 森林整備の基本方針 

（１）地域の目指すべき森林資源の姿   

省 略 

（２）森林整備の基本的な考え方及び森林施業の推進方策 

森林の区域ごとの望ましい森林の姿並びに森林の整備及び保全の基本方 

針は次表のとおりとします。 

公益的機能別施業森林 

重 視 す

べ き 機

能 

森林の区域 望ましい森林の姿 森林の整備及び保全の基本方針 

Ⅰ 伐採、造林、保育その他森林の整備に関する基本的な事項 

１ 森林整備の現状と課題 

本町は渡島半島の北部に位置し、渡島半島の背梁山地の分水嶺から太平洋と

日本海に面しており、清流遊楽部川や見市川、町の８割を占める森林や緑豊か

な牧場、ホタテやアワビ養殖の盛んな町である。気候は温暖で人口は令和６年

１１月末日現在１４，５６５人となっている。 

本町の森林は地域住民の生活に密着しており、林業生産活動が積極的に行わ

れるべき人工林帯、広葉樹が林立する天然生林まで多様な林分構成になってお

り森林に対する住民の意識、価値観が多様化し求められる機能が多くなってき

ている。 

本町の総面積は９５，６０８ha であり、森林面積は８０，１９１ha で総面

積８３％を占めている。民有林面積は３０，１５３ha でトドマツやスギを主体

とした人工林の面積は１０，５５０ha であり人工林率３５％となっている。齢

級構成では７齢級以下の若い林分が３６％を占めており、保育・間伐を適正に

実施していくことが重要である。 

落部地区や熊石相沼地区、～ 

省 略 

また、平成３０年度に「はこだて森林認証推進協議会」が主体となり、渡島

桧山管内の民有林において取得した森林認証（SGEC）は、令和５年１０月か

ら第２期目を迎え、本町においても町有林を含めた一般民有林１８，３１２ｈ

ａで森林認証（ＦＭ）を取得し、併せて町内の製材工場２社がＣｏＣ認証を取

得しました。今後は地域材のブランド化及び認証材の差別化に向けて、認証材

の利活用についての取組を行っていく必要があります。 

 

２ 森林整備の基本方針 

（１）地域の目指すべき森林資源の姿 

  省 略 

（２）森林整備の基本的な考え方及び森林施業の推進方策 

森林の区域ごとの望ましい森林の姿並びに森林の整備及び保全の基本方

針は次表のとおりとします。 

公益的機能別施業森林 

重 視 す

べ き 機

能 

森林の区域 望ましい森林の姿 森林の整備及び保全の基本方針 
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水源涵
かん

養 

機能 

水源涵
かん

養林 省略  省略 

 水 資 源 保 全

ゾーン 

省略 省略 

山地災害 

防止機能 

／土壌保 

全機能 

山地災害防止林 省略 省略 

快適環境 

形成機能 

生活環境保全林 省略 省略 

保健・レ 

クリエ 

レーショ 

ン機能 

 

 

文化機能 

 

 

生物多様性 

保全機能 

保健・文化機能 

等維持林 

省略 省略 

 
生

物

多

様

性

ゾ

ー

ン 

 水 辺

林 タ

イプ 

省略 省略 

保 護

地 域

タ イ

プ 

 省略  希少な野生生物の生育・生息地確保の

観点から、原生的な森林の保全に配慮し

た施業を推進するとともに、野生生物の

ための回廊の確保にも配慮した生態系

として重要な森林の適切な保全を推進

する。 

公益的機能別施業森林以外の森林 
省 略 

（３）その他必要な事項 
省 略 

 
３ 森林施業の合理化に関する基本方針 

省 略 
 
Ⅱ 森林整備の方法に関する事項 

第 1 森林の立木竹の伐採に関する事項（間伐に関する事項を除く。） 
  省 略 

 
第２ 造林に関する事項 

  省 略 
 第３ 間伐を実施すべき標準的な林齢、間伐及び保育の標準的な方法その他間

伐及び保育の基準 

水源涵
かん

養 

機能 

水源涵
かん

養林 省略  省略 

 水 資 源 保 全

ゾーン 

省略 省略 

山地災害 

防止機能 

／土壌保 

全機能 

山地災害防止林 省略 省略 

快適環境 

形成機能 

生活環境保全林 省略 省略 

保健・レ 

クリエ 

レーショ 

ン機能 

 

 

文化機能 

 

 

生物多様性 

保全機能 

保健・文化機能 

等維持林 

省略 省略 

 
生

物

多

様

性

ゾ

ー

ン 

 水 辺

林 タ

イプ 

 省略 省略 

保 護

地 域

タ イ

プ 

省略  希少な野生生物の生育・生息地確保の

観点から、原生的な森林の保全や希少種

の保全に配慮した施業を推進するとと

もに、野生生物のための回廊の確保にも

配慮した生態系として重要な森林の適

切な保全を推進する。 

公益的機能別施業森林以外の森林 
 省 略 

（３）その他必要な事項 
省 略 

 
３ 森林施業の合理化に関する基本方針 

省 略 
 
Ⅱ 森林整備の方法に関する事項 

第 1 森林の立木竹の伐採に関する事項（間伐に関する事項を除く。） 
  省 略       

 
第２ 造林に関する事項 

省 略 
第３ 間伐を実施すべき標準的な林齢、間伐及び保育の標準的な方法その他間

伐及び保育の基準 



3 
 

  省 略 
 
第４ 公益的機能別施業森林等の整備に関する事項 

   １～２ 省 略 
     

３ その他必要な事項 
 省 略 
（１） 水資源保全ゾーン 
  ア 区域の設定 
   省 略 
  イ 施業の方法 
   省 略 
    
（２）生物多様性ゾーン（水辺林タイプ） 

    ア 区域の設定 
   省 略 

イ 森林施業の方法 
 省 略 

    
（３）生物多様性ゾーン（保護地域タイプ） 
  ア 区域の設定 
   省 略 
  イ 森林施業の方法 
    
 

第５ 委託を受けて行う森林の施業又は経営の実施の促進に関する事項 
１～５ 省 略 
 

第６ 森林施業の共同化の促進に関する事項 
   １～４ 省 略 
 
 第７ 作業路網その他森林の整備のために必要な施設の整備に関する事項 

 １ 省 略 
２ 路網整備と併せて効率的な森林施業を推進する区域に関する事項 

路網整備と併せて、効率的な森林施業を推進する区域（路網整備等推
進区域）を次のとおり設定します。 

路網整備等推進区域名 面積 開設予定路線 開設予定延長 
対図

番号 
備考 

熱田お・大新地区 506ha 常丹 4,900m ①  

黒岩地区 8ha 豊津黒岩 1,400m ②  

   省 略 
 
第４ 公益的機能別施業森林等の整備に関する事項 

   １～２ 省 略 
 

３ その他必要な事項 
 省 略 
（２） 水資源保全ゾーン 
  ア 区域の設定 
   省 略 
  イ 施業の方法 
   省 略 
   八雲町において、区域の設定はありません。 
（２）生物多様性ゾーン（水辺林タイプ） 

    ア 区域の設定 
   省 略 

イ 森林施業の方法 
 省 略 

   八雲町において、区域の設定はありません。 
（３）生物多様性ゾーン（保護地域タイプ） 
  ア 区域の設定 
   省 略 
  イ 森林施業の方法 
   八雲町において、区域の設定はありません。 

 
第５ 委託を受けて行う森林の施業又は経営の実施の促進に関する事項 

１～５ 省 略 
 

第６ 森林施業の共同化の促進に関する事項 
   １～４ 省 略 
 
 第７ 作業路網その他森林の整備のために必要な施設の整備に関する事項 

  １ 省 略 
２ 路網整備と併せて効率的な森林施業を推進する区域に関する事項 

路網整備と併せて、効率的な森林施業を推進する区域（路網整備等推
進区域）を次のとおり設定します。 

路網整備等推進区域名 面積 開設予定路線 開設予定延長 
対図

番号 
備考 

黒岩地区 8ha 豊津黒岩 1,234m ①   
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 ３ 作業路網の整備に関する事項 

（１）基幹路網に関する事項 

  ア 基幹路網の作設に係る留意点 

   省 略 

  イ 基幹路網の整備計画 

   林道を含む基幹路網の開設、拡張計画は次のとおりです。 

      なお、基幹路網の開設にあたっては、自然条件や社会的条件が良好

であり、将来にわたり育成単相林として維持する森林を主体に整備を

加速化させるなど、森林施業の優先順位に応じた整備を推進すること

とします。 
開設     延 長 利 用 前年 対図  

/ 種 類 区分 地 区 路線名 及 び 区 域 5 カ年の  備  考 

拡張     箇所数 面 積 計画箇所 番号  

開設 
自動 

車道 
 

熱田 

大新 
常丹 1.0-１ 506 ○ １ 

起点：八

雲町熱田 

終点：八

雲町大新 

〃 〃  

花浦 

山崎 花崎 -１   
 

 

〃 〃  黒岩 豊津黒岩 1.4-１ 8 ○ ２ 

起点：長万

部町豊津 

終点：八雲

町黒岩 

〃 〃  

立岩 

富咲 立富 -１   
 

 

〃 〃  

春日 

鉛川 春川 -１   
 

 

〃 〃  泊川 泊川 -１     

〃 〃  

雲石 

関内 雲石関内 -１   
 

 

 小計    2.4-7     

開設 

林業 

専用道  見市 見市川 -1   
 

 

 小計    -1     

 

 

 ３ 作業路網の整備に関する事項 

（１）基幹路網に関する事項 

  ア 基幹路網の作設に係る留意点 

   省 略 

  イ 基幹路網の整備計画 

   林道を含む基幹路網の開設、拡張計画は次のとおりです。 

      なお、基幹路網の開設にあたっては、自然条件や社会的条件が良好

であり、将来にわたり育成単相林として維持する森林を主体に整備を

加速化させるなど、森林施業の優先順位に応じた整備を推進すること

とします。 
開設       利用 前年 対図  

/ 種類 区分 地区 路線名 延長 箇所数 区域 5 カ年の  備  考 

拡張       面積 計画箇所 番号  

開設 

自動 

車道  

花浦 

山崎 花崎 

 

１   
 

 

〃 
〃  黒岩 豊津黒岩 1.2 １ 8 ○  

起点：長万

部町豊津 

終点：八雲

町黒岩 

〃 〃  

立岩 

富咲 立富 

 

１   
 

 

〃 〃  

春日 

鉛川 春川 

 

１   
 

 

〃 〃  泊川 泊川 
 

１     

〃 〃  

雲石 

関内 雲石関内 

 

１   
 

 

〃 〃 

林業

専用

道 見市 見市川 

 

1   

 

 

 小計    1.2 7     

 

 

 

 

 

 

 

1 
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開設     延 長 利 用 前年 対図  

/ 種 類 区分 地 区 路線名 及 び 区 域 5 カ年の  備  考 

拡張     箇所数 面 積 計画箇所 番号  

拡張 

自動 

車道 

(改良)  熱田 熱田 -１   

 

局部改良 

〃 〃  〃 〃 -１    法面保全 

〃 〃  黒岩 黒岩 -１    局部改良 

〃 〃  〃 〃 -２    法面保全 

〃 〃  わらび野 磐石岳 -１    局部改良 

〃 〃  〃 〃 -６    法面保全 

〃 〃  栄浜 栄浜 -１    局部改良 

〃 〃  折戸 栄豊 -２    法面保全 

 小計    -１5   
 

 

 

  ウ 基幹路網の維持管理に関する事項 

   省 略 

（２）細部路網に関する事項 

  省 略 

 

４ その他必要な事項 

 省 略 

 

第８ その他必要な事項 

1 省 略 

 

2 森林施業の合理化を図るために必要な機械の導入の促進に関する事項 

（１） 林業機械化の促進方法 

  将来の森林資源に対する生産供給体制の～ 

 省 略 

このようなことから、高性能林業機械の導入及び効率的な利用につい 

開設       利用 前年 対図  

/ 種類 区分 地区 路線名 延長 箇所数 区域 5 カ年の  備  考 

拡張       面積 計画箇所 番号  

拡張 

自動 

車道 

(改良)  熱田 熱田 

 

１   

 

局部改良 

〃 〃  〃 〃 
 

１    法面保全 

〃 〃  黒岩 黒岩 
 

１    局部改良 

〃 〃  〃 〃 
 

２    法面保全 

〃 〃  

わら

び野 磐石岳 

 

１   
 

局部改良 

〃 〃  〃 〃 
 

６    法面保全 

〃 〃  栄浜 栄浜 
 

１    局部改良 

〃 〃  折戸 栄豊 
 

２    法面保全 

 小計    
 

１5     

 

 ウ 基幹路網の維持管理に関する事項 

   省 略 

（２）細部路網に関する事項 

  省 略 

 

４ その他必要な事項 

 省 略 

 

第８ その他必要な事項 

1 省 略 

 

2 森林施業の合理化を図るために必要な機械の導入の促進に関する事項 

（１）林業機械化の促進方法 

  将来の森林資源に対する生産供給体制の～ 

 省 略 

このようなことから、高性能林業機械の導入及び効率的な利用につい 
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て取り組むこととします。 

ア 森林組合等によるハーベスタ等の高性能林業機械の導入 

イ 森林組合を中心とした枝打ち作業等による森林施業の機械化を確立 

ウ 間伐の早急な実施を維持するため、森林組合の林内作業車、集材機等の

導入 

エ 高性能林業機械のオペレーターを育成するため、研修会等への積極 

的参加等を推進 

 

（２）高性能機械を主体とする林業機械の導入目標  

区分 現状 将来 

伐倒 ﾁｪｰﾝｿｰ､ﾊｰﾍﾞｽﾀ ﾁｪｰﾝｿｰ､ﾊｰﾍﾞｽﾀ､ﾌｪﾗｰﾊﾞﾝﾁｬ 

造材 ﾁｪｰﾝｿｰ､ﾊｰﾍﾞｽﾀ ﾁｪｰﾝｿｰ､ﾊｰﾍﾞｽﾀ､ﾌﾟﾛｾｯｻ 

集材 林内作業車､ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ 林内作業車､ｽｷｯﾀﾞ､ﾌｫﾜｰﾀﾞ 

造林 地拵 刈払機、ﾁｪｰﾝｿｰ 同左 

保育 下刈 刈払機 同左 

等 枝打 人力、ﾘﾓｺﾝ自動枝打機 同左 

 

   3 林産物の利用の促進のために必要な施設の整備に関する事項 

    地域の森林・林業、木材産業等の～ 

省 略 

また、地材地消の推進にあたっては、「公共建築物等における木材利用

の促進に関する法律」（平成２２年法律第３６号）に基づき、町が策定し

た「八雲町地域材利用推進方針」（平成２６年２月策定）に即して公共建

築物において積極的に木材、木製品を利用するほか、住宅用建築材をはじ

め、木質バイオマスエネルギーの導入など、幅広い用途での地域材の利用

を促進しつつ、このような需要に対し地域材を安定的に供給するため、木

材流通の合理化や木材産業の体質強化を推進するものとします。 

 
当町における素材の生産流通・加工については～ 

省 略 
 

   林産物の生産（特用林産物）・流通・加工販売施設の整備計画 

て取り組むこととします。 

ア 森林組合等によるハーベスタ等の高性能林業機械の導入 

イ 森林組合を中心とした枝打ち作業等による森林施業の機械化を確立 

ウ 間伐の早急な実施を維持するため、ハーベスタ等の高性能林業機械の

導入 

エ 高性能林業機械のオペレーターを育成するため、研修会等への積極

的参加等を推進 

オ 下刈りの軽労化を推進するため、リモコン草刈機等の導入を推進 

（２）高性能機械を主体とする林業機械の導入目標  

区分 現状 将来 

伐倒 ﾁｪｰﾝｿｰ､ﾊｰﾍﾞｽﾀ ﾁｪｰﾝｿｰ､ﾊｰﾍﾞｽﾀ､ﾌｪﾗｰﾊﾞﾝﾁｬ 

造材 ﾁｪｰﾝｿｰ､ﾊｰﾍﾞｽﾀ ﾁｪｰﾝｿｰ､ﾊｰﾍﾞｽﾀ､ﾌﾟﾛｾｯｻ 

集材 ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ,ﾌｫﾜｰﾀﾞ 同左 

造林 地拵 刈払機、ﾁｪｰﾝｿｰ、ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ 同左 

保育 下刈 刈払機 刈払機、ﾘﾓｺﾝ草刈機 

等 枝打 人力、ﾘﾓｺﾝ自動枝打機 同左 

 

3 林産物の利用の促進のために必要な施設の整備に関する事項 

    地域の森林・林業、木材産業等の～ 

省 略 

また、地材地消の推進にあたっては、「脱炭素社会の実現に資する等の

ための建築物等における木材の利用の促進に関する法律」（平成２２年法

律第３６号）に基づき、町が策定した「八雲町地域材利用推進方針」（平

成２６年２月策定）に即して建築物及び土木工事などにおいて積極的に木

材、木製品を利用するほか、住宅用建築材をはじめ、木質バイオマスエネ

ルギーの導入など、幅広い用途での地域材の利用を促進しつつ、このよう

な需要に対し地域材を安定的に供給するため、木材流通の合理化や木材産

業の体質強化を推進するものとします。 
当町における素材の生産流通・加工については～ 

省 略 
 

   林産物の生産（特用林産物）・流通・加工販売施設の整備計画 
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施設の種類 

現状 将来 

位置 
規模  

（m3） 
対図番号 位置 

規模  

（m3） 
対図番号 

製材工場 東野 13,000  １ 東野 13,000  1 

製材工場 相生町 4,200  2 相生町 5,100  2    

製材工場 相沼町 5,500 3 相沼町 6,500 3 

集成材工場 三杉町 4,100  4 三杉町 5,000  4 

 

   ４ その他必要な事項 
    省 略 
 
Ⅲ 森林の保護に関する事項 

第１ 鳥獣害の防止に関する事項 
 省 略 
 
第２ 森林病害虫の駆除及び予防、火災の予防その他の森林の保護に関する 
   事項 

１ 森林病害虫等の駆除及び予防の方法  
（１）森林病害虫の駆除及び予防の方針及び方法  

森林病害虫については、被害の早期発見に努め、当該病害虫の種類や 
被害の程度に応じ、薬剤の塗布、被害木の伐倒・整理など適切な方法に
より防除を行うものとします。 

なお、森林病害虫のまん延のために緊急に伐倒駆除する必要が生じた 
場合等については、伐採の促進に関する指導を行う場合があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   （２）その他 
     省 略 
 

施設の種類 

現状 将来 

位置 
規模  

（m3） 
対図番号 位置 

規模  

（m3） 
対図番号 

製材工場 東野 11,200  １ 東野 13,000  1 

製材工場 相生町 8,900  2 相生町 9,000  2    

集成材工場 三杉町 4,000  3 三杉町 4,000  3 

 

 

４ その他必要な事項 
    省 略 
 
Ⅲ 森林の保護に関する事項 

第１ 鳥獣害の防止に関する事項 
  省 略 
 

第２ 森林病害虫の駆除及び予防、火災の予防その他の森林の保護に関する
   事項 

１ 森林病害虫等の駆除及び予防の方法 
（１） 森林病害虫の駆除及び予防の方針及び方法 

森林病害虫等による被害については、被害の早期発見及び早期防除に
努めることが基本であることから、現在の被害状況、害虫の種類、生態、
過去の発生状況、枯損被害の可能性等を調査するとともに、被害の程度
によっては、薬剤の散布や被害木の早期伐倒・搬出するなど、適切な方
法により被害の拡大防止に努めることとします。 

なお、森林病害虫等のまん延のため、緊急に伐倒・搬出する必要が
生じた場合には、伐採の促進に関する指導等を行う場合があります。 

特に、カシノナガキクイムシによるナラ枯れ被害については、渡島檜
山地域森林計画区において、道内で初めて確認され、拡大しています。
今後急速に拡大した場合、ナラ類資源の保続に大きな影響を与えるおそ
れがあることから、被害木を早期発見するため、関係機関が連携して巡
視活動を行うとともに、森林所有者や地域住民の協力が得られるよう普
及啓発に努めることとします。  

さらに、被害地の近隣での未然防止に努めるとともに、被害木が発見
された場合には、被害発生地の状況を考慮した上で適切に処理を行うな
ど、関係機関が連携してナラ枯れ被害の拡大防止に努めることとします。

   （２）その他 
     省 略 
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   ２～５ 省 略 
 
Ⅳ 森林の保健機能の増進に関する事項 
 省 略 
 
Ⅴ その他森林の整備のために必要な事項 
 １～３ 省 略 
 

４ 森林の総合利用の推進に関する事項 
 当町の鉛川地区には～ 
省 略 
  

施設の名称 

現状 将来 

対図

番号 
規模 位置 規模 

町民の森 １ ｸﾘ他 1.20  ha    1 保育を実施し健全な

育成を目指すととも

に町民の憩いの場や

各種研修の場として

積極的に活用する。ま

た、木彫熊の森は本町

が木彫熊発祥の地で

あることから将来こ

の原木を調達するこ

とを目的に造成され

たため今後も保育等

を適切に実施し優良

材の生産を目指すこ

ととする。 

こどもの森 2 ﾁｮｳｾﾝｺﾞﾖｳ 0.50  ha    2 

女性の森 3 ｶﾂﾗ 1.00  ha    3 

漁民の森 4 ｱｶｴｿﾞﾏﾂ 1.20  ha    4 

木彫熊の森 5 ｵﾆｸﾞﾙﾐ 0.95  ha    5 

春日見本林 6 ﾐｽﾞﾅﾗ 31.00  ha    6 

小牧市・八雲町

交流市民の森 
7 ｶﾂﾗ 0.30  ha    7 

魚を育む森 8 ﾐｽﾞﾅﾗ他 21.40  ha    8 

八雲町生活環境

保全林 
9 遊歩道他 30.00  ha    9 

わんぱくの森 10   19 ha 10   30 ha 

       遊歩道 2.6 km   遊歩道 5 km 

       休憩施設 2 棟   休憩施設 2 棟 

       作業施設 1 棟   作業施設 1 棟 

       管理棟 1 棟   管理棟 1 棟 

                林間広場 0.1 ha 

 

 ５～７ 省 略 

   ２～５ 省 略 
  
Ⅳ 森林の保健機能の増進に関する事項 
 省 略 
 
Ⅴ その他森林の整備のために必要な事項 
 １～３ 省 略 

 
４ 森林の総合利用の推進に関する事項 
 当町の鉛川地区には～ 
省 略 
  

施設の名称 

現状 将来 

対図

番号 
規模 位置 規模 

町民の森 １ ｸﾘ他 1.20  ha    1 保育を実施し健全な

育成を目指すととも

に町民の憩いの場や

各種研修の場として

積極的に活用する。 

遊歩道及び管理棟等

にあたっては、草刈り

の実施や破損施設の

修繕等を実施し、適切

な管理に努める。 

また、木彫熊の森は本

町が木彫熊発祥の地

であることから将来

この原木を調達する

ことを目的に造成さ

れたため今後も保育

等を適切に実施し優

良材の生産を目指す

こととする。 

こどもの森 2 ﾁｮｳｾﾝｺﾞﾖｳ 0.50  ha    2 

女性の森 3 ｶﾂﾗ 1.00  ha    3 

漁民の森 4 ｱｶｴｿﾞﾏﾂ 1.20  ha    4 

木彫熊の森 5 ｵﾆｸﾞﾙﾐ 0.95  ha    5 

春日見本林 6 ﾐｽﾞﾅﾗ 31.00  ha    6 

小牧市・八雲町

交流市民の森 
7 ｶﾂﾗ 0.30  ha    7 

魚を育む森 8 ﾐｽﾞﾅﾗ他 21.40  ha    8 

八雲町生活環境

保全林 
9 遊歩道他 30.00  ha    9 

わんぱくの森 10   19 ha 10 

       遊歩道 2.6 km   

       休憩施設 2 棟   

       作業施設 1 棟   

       管理棟 1 棟   

                

 

５～７ 省 略 

 


